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1．参加経緯

今回は、大変有難いことに㈱日本マイクロニクス様から、
八戸工業高等専門学校に The 高専 @SEMICON Japan 2014
展示の応募のお話を頂きました。今回から全国の高専に声
掛けをして、展示テーマの応募をしてその中から選抜して
８校の展示を行うことのことでした。そこで、学生達が主
体的に行っているものづくりの成果を展示しようと考え、
本校電子情報工学部のクラブ活動で、全国高等専門学校プ
ログラミングコンテスト（プロコン）の自由部門に応募し
た作品と、本校電気情報工学科４学年情報コースで行って
いる「システムづくり実験」の優秀班の作品に加え、「もの
づくり実験」である「創成実験」の優秀班の作品を選定し
ました。これらを「バーチャル体験とクリーナーロボット」
と題して、スペースデブリ回収仮想体験システム、杖型コ
ントローラを用いた仮想魔術対戦、インタラクティブ黒板
クリーナーロボットの３つを展示する応募を行いました。

今回も学生達が素晴らしいものづくりをしてくれたので
自信はありましたが、新しい仕組みなので不安もありまし
た。でも何とか無事選抜され、二年ぶりに The 高専 @
SEMICON Japan に展示できることになりました。

本校の電子情報工学部とは簡単に言えば「パソコン部」
です。パソコンを使ってプログラミングをしたり、グラ
フィックスを作ったりしています。40名以上の部員がおり
主な活動はプロコンやパソコン甲子園、情報オリンピック
など各種コンテストへの参加です。その中でプロコンは平
成14年から毎年全国大会へ出場していて常連校の一つです。
今年のプロコンでは自由部門で敢闘賞を受賞しました。５
人のメインメンバーに４人のサポートメンバーを加えて夏
休みに合宿までして作ったスペースデブリ回収仮想体験シ
ステム「CosmoSWeeper」は完成度が高く、展示がコンテ
ストと高専祭だけではもったいないということもあって相
応しい展示場所を求めていました。セミコンは十分すぎる？
本当の大舞台です。

本校電気情報工学科では、「創成実験」という学生達自身
が企画をして、前期から10月末まで色々な制約の下で主体
的にものづくりを行う実験があります。この実験では２～
４人の班で企画からものづくり、発表までを学生が行いま
す。ものづくりの経費も学生自身が負担します。今回はそ

の中の優秀班であったインタラクティブ黒板クリーナーロ
ボット「IBES」を選抜しました。

また、４学年の情報工学コースでは「システムづくり実験」
を行っています。この実験では「センサとマイコンとパソ
コンを用いたシステム」を後期の半年で３～４名のメンバー
で、各自の役割を分担して班毎にシステムを製作します。
今回は、小学生を対象とした「マイコンとセンサ計測技術
を用いた組み込みエンタテイメントシステムの試作」をテー
マに、完成度の高かった作品「まほう de バトル」を展示す
ることにしました。

参加学生は、昨年度製作した３つのグループの代表学生
である、竹林雅人君、出川直樹君、天間遼太郎君、奈良公
明君の４名で全日程に参加してもらいました。引率教員は
細川と今年本校に赴任されセミコン参加をサポート頂いた
中ノ勇人教授の２名で、前半後半を分担して行いました。
次に、担当学生の展示内容紹介と写真を示します。

2．展示内容１「CosmoSWeeper」
─スペースデブリ回収仮想体験システム─

CosmoSWeeper は、体験者が回収機を遠隔操作してス
ペースデブリ回収の仮想体験を行うことができるシステム
です。本システムは、小中学生にスペースデブリの存在と、
その危険性について知ってもらうことを目的としています。
回収方法は高速で移動するスペースデブリに近づき、スペー
スデブリとの相対速度を０にした後、ロボットアームで回
収します。回収機には燃料があり、全てなくなる前に大気
圏に突入し回収したスペースデブリごと焼却処分します。
この回収方法は、JAXA で提案されている構想を参考にし
て独自に考えたものです。回収体験中にスペースデブリに
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（３）実験３
実験２の結果を受けて模擬地球の改良を試みました。調

べた結果、実験室内でのオーロラの発生は、半球を使って
真上から放電させることが多かったので、彼女たちもそれ
に習い半球で実験をしてきました。しかし実際のオーロラ
は、下図左のように地球の横から太陽風が降り注ぎます。
そこで、実験機の模擬地球を作り直す際、ただ小さくする
のではなく向きも90°変えました。金属の茶こし２つを張り
合わせて球状にし、左右に北極、南極に見立てた磁石を入れ、
横向きにしました。図の赤青になっているのが棒磁石で、
磁力を強めるためにネオジウム磁石が両極に張り付けてあ
ります。これが北極と南極です。もちろん、誘導コイルの
正極には何もつないでいません。

模擬地球をかなり小さく（アルミボールの時の1/4程度）
したので、以前よりは模擬地球全体に放電が降り注ぐよう
になりました。しかし、納得のいくような放電ではなく、
極のリングも見られませんでした。

（４）実験４
ここで、フィラメント

を直線状であったものを
円形状にしてみて実験を
しました。円形にすれば
降り注ぐ面積も広がり、
うまくいくのではないか
と考えたからです。

結果は写真のとおりです。北極、南極の両極にリング状
のオーロラが見られました。

また、フィラメントは白熱電球を割って中のフィラメン
トを取り出して作っていたのですが、どうしても小さくて
細いので、もろくて扱いづらいものでした。そこで自分で
コイルを巻き、フィラメントを手作りして実験してみまし
た。しかし、結果は変わりませんでした。

（５）実験５
次にオーロラの色を付けようと、排気盤に窒素等の単体

気体を入れてから真空ポンプで引きました。排気盤内の残
留気体は窒素のはずです。窒素ならば青いオーロラが見ら
れるはずです。しかし、この方法ではオーロラの色は変化

しませんでした。酸素で実験してみても色は変化しません
でした。酸素の場合は赤になるはずでした。

４．これからの課題
２つの疑問が残りました。ひとつは前述したオーロラの

色です。気体の種類に関係なく同じ色になってしまう原因
は何なのでしょう？

もうひとつは、実験２以降の回路で、正極がつながって
いないのにもかかわらず、
なぜ放電がおこるのかとい
うことです。右図のように
アルミホイルを敷き正極を
つなげば、回路が閉じてい
ますので放電はおこります。
しかし、生徒たちはこのア
ルミホイルを取ってしまいました。フィラメントから放出
された電子は、どのような経路で誘導コイルの正極に戻る
のでしょう？

どちらの疑問も、これからの研究テーマです。なにかお
わかりになることがありましたら，水戸二高までご一報い
ただきますようお願い申し上げます。

５．おわりに
最後になりましたが、事前準備から SEMICON 開催期間

を通じて、㈱日立ハイテクノロジーズの酒井様、南様をは
じめとした皆様にはたいへんお世話になりました。また、
東京エレクトロン㈱顧問 石井様、同 FE 社 滝田様には、今
回の発表を後押ししていただきました。この場を借りて厚
く御礼申し上げます。

←暗くしないと見えないので、
暗幕をかぶって説明する生徒。

（来往者にも暗幕をかぶってもら
いました。ご協力ありがとうご
ざいました。）
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衝突したり、燃料が無くなったりすると回収失敗となりま
す。システムには難易度として、中学生以上を対象とした
複数デバイスを用いて回収体験を行う「マニュアルモード」
と、小学生以下を対象とした簡単な操作で回収体験を行え
る「セミオートモード」を設けてあります。マニュアルモー
ドでは、Joystick を用いて回収機を操作し、ロボットアー
ムの操作は手を動かして行います。セミオートモードでは、
回収機の操作はコンピュータが自動で行い、ロボットアー
ムはマウスを用いて操作します。また、システム中には
チュートリアルがあり、回収方法を学んだり、スペースデ
ブリについて理解を深めたりすることができます。マイコ
ンを組み込んだ自作のデータグローブで手の握りを検出し
てデブリを回収します。また手袋をカメラで撮影しリアル
タイムに画像認識することでロボットアームの位置を仮想
空間に反映して、操作を容易にする工夫もしています。リ
アルな画像やアニメを多用して字が読めない子供に配慮し
たり、演劇部に依頼して指令音声を録音したり、盛り上が
る BGM を電子音楽愛好会に作ってもらうなど、システム
の完成度を高める取り組みをたくさん行った９人の開発メ
ンバー全員の意欲満点の作品です。（竹林）

3．展示内容２「まほうdeバトル」
─杖型コントローラーを用いた仮想魔術対戦─

このシステムは、本校電気情報工学科４年次の「情報工
学実験Ⅰ」というシステムづくり実験の課題として、フラ
ンス人留学生と連携して開発した「小学生向けのエンタテ

イメントシステム」です。傾き方向とスイングを検出可能
な杖型コントローラーを用いて、コンピュータの敵と一対
一の緊迫感ある魔法バトルを仮想体験することができます。
難しい操作を必要とせず、杖に付いているボタンスイッチ
のオン・オフと杖のスイングだけでプレイ可能です。

杖のグリップ内部には傾き方向とスイング方向の検出を
実現するための加速度センサ、ジャイロセンサが搭載され
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ど全体の処理を担っています。

私達はシステムを通して、回転する魔法陣や３次元の表
示など魔法使いの世界観を表現することに尽力しました。
中でも、杖型コントローラーはセミコンに向け改良に改良
を重ねて、情報実験の時のコントローラーとは全くの別物
に仕上がりました。当初の目的を果たし、完璧なシステム
を創り上げる事ができた、と自負しています。（出川）

4．展示内容３「IBES」
─インタラクティブ自動黒板クリーナーロボット─

インタラクティブ自動黒板クリーナーロボット「IBES」
は、本校電気情報工学科４年次前期の「創成実験」という
ものづくり実験において４人のグループで制作したロボッ
トです。これは既存の黒板における、黒板消しが汚れやすい・
黒板を消すときに手が汚れるといった問題を解決するため
に、誰でもインタラクティブに操作可能で、自動で黒板を
消してくれることを目標として制作しました。このロボッ
トは磁石が等間隔に配置された自作のキャタピラを用いて
黒板に張り付き、それをモーターで回転させることで黒板
上を移動することを可能にしています。また、ローラー状
の自作の黒板消しがバネで黒板側に押さえつけられており、
その回転を固定したまま本体が黒板上を移動することで黒
板に書かれている内容を消していきます。本体の制御は黒
板四隅と本体に貼り付けられたマーカーを Web カメラで読

       
デブリに衝突したり、燃料が無くなったりすると回収失敗

となります。システムには難易度として、中学生以上を対

象とした複数デバイスを用いて回収体験を行う「マニュア

ルモード」と、小学生以下を対象とした簡単な操作で回収

体験を行える「セミオートモード」を設けてあります。マ

ニュアルモードでは、Joystick を用いて回収機を操作し、

ロボットアームの操作は手を動かして行います。セミオー

トモードでは、回収機の操作はコンピュータが自動で行い、

ロボットアームはマウスを用いて操作します。また、シス

テム中にはチュートリアルがあり、回収方法を学んだり、

スペースデブリについて理解を深めたりすることができ

ます。マイコンを組み込んだ自作のデータグローブで手の

握りを検出してデブリを回収します。また手袋をカメラで

撮影しリアルタイムに画像認識することでロボットアー

ムの位置を仮想空間に反映して、操作を容易にする工夫も

しています。リアルな画像やアニメを多用して字が読めな

い子供に配慮したり、演劇部に依頼して指令音声を録音し

たり、盛り上がる BGM を電子音楽愛好会に作ってもらう

など、システムの完成度を高める取り組みをたくさん行っ

た 9 ）林竹（。すで品作の点満欲意の員全ーバンメ発開の人  
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み取り、PC でそれを処理することで黒板上の本体の位置を
認識し、Bluetooth で本体と通信することにより実現してい
ます。今回のセミコンジャパン展示にあたり、キャタピラ
部分の再設計をしたり様々な部品を３D プリンタで制作し
直し無駄を省くことで、2/3程度まで軽量化を実現し、より
スムーズな動作を可能にしました。このロボットは創成実
験でも高い評価を受けたので、今回セミコンジャパンに展
示することになりました。（天間）

5．感想
「CosmoSWeeper」

竹林　雅人
今回セミコンジャパンという大きなイベントに私たちの

システムを出展することができ、とても貴重な体験をする
ことができました。企業の方々からは、技術的なものから
プレゼン方法までたくさんの意見をいただきました。学校
では得られないような知識も身につけることができ、とて
も勉強になりました。いただいた意見を参考に自分の技術
力やプレゼン力をさらに磨いていきたと思います。

イベント中に他高専の展示を見ることができ、他の高専
がどのような研究に取り組んでいるのかを知る良い機会に
なりました。また、The 高専ブース内のプレゼンテーショ
ン審査において一位に選んでいただき、とても光栄です。
私たちのシステムをうまく紹介できたことで、自分達の自
信に繋がりました。

「CosmoSWeeper」
奈良　公明

こんなビジネスな場になぜ我々が？そう思いながらも一
生懸命にシステムの説明をしてきました。企業の製品を見
て回り、そのレベルに圧倒されました。

ところが、懇親会ではプレゼン大会の評価において１位
を獲得し、i pad ミニを頂いたり、普段お世話になっている
先生や仲間と一緒に美味しい料理を食べたり飲んだり、他
の高専生と仲良くなることができました。他高専のプレゼ

ンを受けることで、自分達のシステムの改良案がどんどん
浮かび、終わってみればとても楽しく、有意義な体験でし
た。高専生はどんどんイベントに参加すべきですね。

余談ですがそんな思い出の詰まった i pad ミニを10日ほ
どで紛失してしまいました…。と落ち込んでいたら、僕の
バッグの中にありました、お騒がせしました！！

「まほう deバトル」
出川　直樹

セミコンジャパンという大きな舞台で自分の創作物を披
露できた事をとても誇りに思っています。他高専と比べて
毛色の違う展示になりましたが、八戸高専のメンバー四人
で協力し、プレゼンでは見事優勝することができました。
また、展示をご覧になって下さった方々からは、考えも及
ばなかった貴重なアドバイスを頂くことができました。あ
る企業ブースにおいては、私達のグループの創作物と類似
したものを発見し、そのクオリティの高さに感動しました。
このイベントを通して未知の技術に触れると同時に、プレ
ゼンなど多くのことを学ぶことができ、非常に有意義な経
験になったと感じています。

「IBES」
天間　遼太郎

今回の The 高専＠ SEMICON Japan2014に参加するまで
は、それがどんなものであるか全く知らずとても不安でし
た。しかし、実際に参加して自分達の作品を展示するとセ
ミコン来場者の方や外国人のお客さんからも興味を持って
頂いたり、アドバイスや意見等を頂いたりすることができ
てとても良い経験になりました。また、休憩時間には多く
の企業ブースを見学できました。僕にとって殆どが今まで
知らないものばかりでしたが、とても興味深い世界でした。
今回のセミコンに参加することで大いに知識のアウトプッ
ト・インプットをすることができ、このようなイベントに
参加できたことにとても感謝しています。頑張ってよかっ
たです、今後は英語を鍛えて留学にもチャレンジしたいです。
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セミコンジャパンに展示することになりました。（天間） 
 

緊張した面持ちで長谷川正義社長にプレゼンする天間君
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今回セミコンジャパンという大きなイベントに私たち

のシステムを出展することができ、とても貴重な体験をす

ることができました。企業の方々からは、技術的なものか

らプレゼン方法までたくさんの意見をいただきました。学

校では得られないような知識も身につけることができ、と

ても勉強になりました。いただいた意見を参考に自分の技

術力やプレゼン力をさらに磨いていきたと思います。  
イベント中に他高専の展示を見ることができ、他の高専

がどのような研究に取り組んでいるのかを知る良い機会

になりました。また、The 高専ブース内のプレゼンテーシ

ョン審査において一位に選んでいただき、とても光栄です。

私たちのシステムをうまく紹介できたことで、自分達の自

信に繋がりました。  
 
「CosmoSWeeper」 

奈良
な ら

 公明
こうめい

 

こんなビジネスな場になぜ我々が？そう思いながらも

一生懸命にシステムの説明をしてきました。企業の製品を

見て回り、そのレベルに圧倒されました。  
ところが、懇親会ではプレゼン大会の評価において 1 位

を獲得し、 i pad ミニを頂いたり、普段お世話になってい

る先生や仲間と一緒に美味しい料理を食べたり飲んだり、

他の高専生と仲良くなることができました。他高専のプレ

ゼンを受けることで、自分達のシステムの改良案がどんど

ん浮かび、終わってみればとても楽しく、有意義な体験で

した。高専生はどんどんイベントに参加すべきですね。  
余談ですがそんな思い出の詰まった i pad ミニを 10 日

ほどで紛失してしまいました…。とても落ち込んでいるの

で目撃情報がありましたら教えてください。  
 

「まほう de バトル」 

出川
で が わ

 直樹
な お き

 

セミコンジャパンという大きな舞台で自分の創作物を

披露できた事をとても誇りに思っています。他高専と比べ

て毛色の違う展示になりましたが、八戸高専のメンバー四

人で協力し、プレゼンでは見事優勝することができました。

また、展示をご覧になって下さった方々からは、考えも及

ばなかった貴重なアドバイスを頂くことができました。あ

る企業ブースにおいては、私達のグループの創作物と類似

したものを発見し、そのクオリティの高さに感動しました。

このイベントを通して未知の技術に触れると同時に、プレ

ゼンなど多くのことを学ぶことができ、非常に有意義な経

験になったと感じています。  
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 遼太郎
りょうたろう

 

今回の The 高専＠SEMICON Japan2014 に参加するま

では、それがどんなものであるか全く知らずとても不安で

した。しかし、実際に参加して自分達の作品を展示すると

セミコン来場者の方や外国人のお客さんからも興味を持

って頂いたり、アドバイスや意見等を頂いたりすることが

できてとても良い経験になりました。また、休憩時間には

多くの企業ブースを見学できました。僕にとって殆どが今

まで知らないものばかりでしたが、とても興味深い世界で

した。今回のセミコンに参加することで大いに知識のアウ

トプット・インプットをすることができ、このようなイベ

ントに参加できたことにとても感謝しています。頑張って

よかったです、今後は英語を鍛えて留学にもチャレンジし

たいです。  

引率の細川と中ノ先生、プレゼン一位に喜ぶメンバー達

(左から竹林君、出川君、奈良君、天間君 )との記念写真  
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衝突したり、燃料が無くなったりすると回収失敗となりま
す。システムには難易度として、中学生以上を対象とした
複数デバイスを用いて回収体験を行う「マニュアルモード」
と、小学生以下を対象とした簡単な操作で回収体験を行え
る「セミオートモード」を設けてあります。マニュアルモー
ドでは、Joystick を用いて回収機を操作し、ロボットアー
ムの操作は手を動かして行います。セミオートモードでは、
回収機の操作はコンピュータが自動で行い、ロボットアー
ムはマウスを用いて操作します。また、システム中には
チュートリアルがあり、回収方法を学んだり、スペースデ
ブリについて理解を深めたりすることができます。マイコ
ンを組み込んだ自作のデータグローブで手の握りを検出し
てデブリを回収します。また手袋をカメラで撮影しリアル
タイムに画像認識することでロボットアームの位置を仮想
空間に反映して、操作を容易にする工夫もしています。リ
アルな画像やアニメを多用して字が読めない子供に配慮し
たり、演劇部に依頼して指令音声を録音したり、盛り上が
る BGM を電子音楽愛好会に作ってもらうなど、システム
の完成度を高める取り組みをたくさん行った９人の開発メ
ンバー全員の意欲満点の作品です。（竹林）

3．展示内容２「まほうdeバトル」
─杖型コントローラーを用いた仮想魔術対戦─

このシステムは、本校電気情報工学科４年次の「情報工
学実験Ⅰ」というシステムづくり実験の課題として、フラ
ンス人留学生と連携して開発した「小学生向けのエンタテ

イメントシステム」です。傾き方向とスイングを検出可能
な杖型コントローラーを用いて、コンピュータの敵と一対
一の緊迫感ある魔法バトルを仮想体験することができます。
難しい操作を必要とせず、杖に付いているボタンスイッチ
のオン・オフと杖のスイングだけでプレイ可能です。

杖のグリップ内部には傾き方向とスイング方向の検出を
実現するための加速度センサ、ジャイロセンサが搭載され
ています。センサのサンプリング値は H ８マイコンを介し、
シリアル通信によってパソコンに送信されます。パソコン
は、魔法オブジェクトの計算、画面の描画、音声の再生な
ど全体の処理を担っています。

私達はシステムを通して、回転する魔法陣や３次元の表
示など魔法使いの世界観を表現することに尽力しました。
中でも、杖型コントローラーはセミコンに向け改良に改良
を重ねて、情報実験の時のコントローラーとは全くの別物
に仕上がりました。当初の目的を果たし、完璧なシステム
を創り上げる事ができた、と自負しています。（出川）

4．展示内容３「IBES」
─インタラクティブ自動黒板クリーナーロボット─

インタラクティブ自動黒板クリーナーロボット「IBES」
は、本校電気情報工学科４年次前期の「創成実験」という
ものづくり実験において４人のグループで制作したロボッ
トです。これは既存の黒板における、黒板消しが汚れやすい・
黒板を消すときに手が汚れるといった問題を解決するため
に、誰でもインタラクティブに操作可能で、自動で黒板を
消してくれることを目標として制作しました。このロボッ
トは磁石が等間隔に配置された自作のキャタピラを用いて
黒板に張り付き、それをモーターで回転させることで黒板
上を移動することを可能にしています。また、ローラー状
の自作の黒板消しがバネで黒板側に押さえつけられており、
その回転を固定したまま本体が黒板上を移動することで黒
板に書かれている内容を消していきます。本体の制御は黒
板四隅と本体に貼り付けられたマーカーを Web カメラで読

       
デブリに衝突したり、燃料が無くなったりすると回収失敗

となります。システムには難易度として、中学生以上を対

象とした複数デバイスを用いて回収体験を行う「マニュア

ルモード」と、小学生以下を対象とした簡単な操作で回収
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ロボットアームの操作は手を動かして行います。セミオー

トモードでは、回収機の操作はコンピュータが自動で行い、
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テム中にはチュートリアルがあり、回収方法を学んだり、

スペースデブリについて理解を深めたりすることができ

ます。マイコンを組み込んだ自作のデータグローブで手の

握りを検出してデブリを回収します。また手袋をカメラで

撮影しリアルタイムに画像認識することでロボットアー

ムの位置を仮想空間に反映して、操作を容易にする工夫も

しています。リアルな画像やアニメを多用して字が読めな

い子供に配慮したり、演劇部に依頼して指令音声を録音し

たり、盛り上がる BGM を電子音楽愛好会に作ってもらう

など、システムの完成度を高める取り組みをたくさん行っ
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れています。センサのサンプリング値は H8 マイコンを介

し、シリアル通信によってパソコンに送信されます。パソ

コンは、魔法オブジェクトの計算、画面の描画、音声の再

生など全体の処理を担っています。  
 私達はシステムを通して、回転する魔法陣や３次元の表

示など魔法使いの世界観を表現することに尽力しました。

中でも、杖型コントローラーはセミコンに向け改良に改良

を重ねて、情報実験の時のコントローラーとは全くの別物

に仕上がりました。当初の目的を果たし、完璧なシステム

を創り上げる事ができた、と自負しています。（出川）  

まほう de バトル画面 (左 )と自作の杖型コントローラーを

持ちながら説明練習する出川君 (右 ) 
 
４. 展示内容 3「IBES」 
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 インタラクティブ自動黒板クリーナーロボット「IBES」
は、本校電気情報工学科 4 年次前期の「創成実験」という

ものづくり実験において 4 人のグループで制作したロボッ

トです。これは既存の黒板における、黒板消しが汚れやす

い・黒板を消すときに手が汚れるといった問題を解決する

ために、誰でもインタラクティブに操作可能で、自動で黒

板を消してくれることを目標として制作しました。このロ

ボットは磁石が等間隔に配置された自作のキャタピラを

用いて黒板に張り付き、それをモーターで回転させること

で黒板上を移動することを可能にしています。また、ロー

ラー状の自作の黒板消しがバネで黒板側に押さえつけら

れており、その回転を固定したまま本体が黒板上を移動す

ることで黒板に書かれている内容を消していきます。本体

の制御は黒板四隅と本体に貼り付けられたマーカーを
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引率教員　細川　靖
今回はこれまでのセミコンと異なり、大きな変更点があ

りました。まずは展示会場が東京ビッグサイトになったこ
とです。恥ずかしながら、今回も幕張メッセだと思い込ん
でいて（トップページにあるのに！）、学生達との宿を幕張
に押さえたほどでした。㈱日本マイクロニクスの坂本様か
ら連絡を頂き気が付いて、慌てて探し急遽大井町に宿を取
れたのは会場がビックサイトだったからです。

次は、企業のブースではなく The 高専パビリオンとして
独立した形になったことです。展示を行う８校が一緒の場
所となったことで、展示条件が同一となりました。横並び
で見えるので、ブースの環境ではなく自分達の展示の工夫
がより求められるようになりました。また会場があまりに
大きいので探しに行かなくても他校の展示をすぐ見られる
利点があり、以前より学校間の交流はしやすかったと思い
ます。大きく「The 高専」と書いた立派な看板があって、
遠くからでも目立ちます。展示を知らずに「高専 OB なん
だけど・・・」と訪ねてくる方が多くいました。高専の PR
効果は大きかったと思います。

最後は、The 高専パビリオンとして独立したため、荷物
を置けるストックルームが準備されたことです。本校は展
示と実演が主なので、輸送するのは PC が２式、ロボット、
パネルなど段ボール箱７個にもなります。展示ブースでは
長机分しか下に入れられないので、荷物保管と２日目のロ
ボット落下による応急修理でも、スクックルームは大変助
かりました。また、The 高専の事務局でもある東京エレク
トロン FE 株式会社の滝田様には、ブースの準備から設置
と片付けまで細かなことに対応して頂きました。学生では

「こんなもんでいいかな」と安易にするところを、企業目線
でビシッとコメントしてくださって助かりました。本来は
我々教員が学生に話すべきことですが、あらためて「セミ
コンは本気の場所なんだ」と再認識しました。

今年の展示では、竹林君と奈良君たちの CosmoSWeeper
が観衆の興味を引いていました。データグローブも新たに
作り直してセミコンに臨みました。電子音楽愛好会に作っ
てもらった音楽も、演劇部の声も大きく聞こえるので「何
かやってるな？」と気が付き、表通りだったので声をかけ
やすかったのだと思います。二日目の水戸第二高等学校の
女子高生達は、40人以上も来たので、竹林君は一生懸命に
説明し、色々やらかす奈良君は「高校生にもわかりやすく
説明しよう」という工夫が随所に感じられました。

天間君が作ったインタラクティブ自動黒板クリーナーロ
ボット IBES は彼が子供のころから取り組んできたロボッ
ト作りの最終形態です。設計図は特に無く、図面も部品も
全て頭の中に入っているとのことで驚きます。マグネット
キャタピラも自分で磁石を買って、手作りで作ったもので

す。Bluetooth でタブレットと通信するのも自分でやりまし
た。さらに本校に導入されたばかりの3D プリンタを使って、
ロボット部品もどんどん製作していました。もう４年次の
ロボットとは別物のように改良を重ねた IBES でしたが、
二日目のデモ中に落下するという事故が起き、ロボットは
バラバラに壊れてしまいました。その瞬間天間君は休憩で
不在だったのですが、「大丈夫大丈夫」と他のメンバーを気
遣い、3D プリンタの予備部品で修復できるところまでス
トックルームで修復作業を続けました。3D プリンタの部品
が強度が弱く割れやすいことを想定し、複数個準備してき
ていたのには驚かされました。また彼の優しさにも心打た
れました。

そして、この時に本校とのマッチングで協賛いただいて
いる㈱日本マイクロニクスの長谷川正義社長様に、八戸高
専ブースまでご足労いただきプレゼンを行いました。緊張
した面持ちの学生達でしたが無事にプレゼンを終えること
ができました。長谷川社長様からは「毎回八戸高専の展示
は見ているので年々クオリティが向上している、素晴らし
い」との大変有難いコメントまで頂きました。

出川君のまほう de バトルも４年次とは別のモノになって
いました、杖型コントローラーも新たに工作し直して、画
面もリニューアルしました。より使いやすくを目指してバー
ジョンアップした結果です。実直で真面目な彼の性格がに
じみ出ています。今回展示した中で誰でも簡単に操作でき
るので、外国人の方にも喜ばれていました。
「The 高専プレゼン大会」で各校が展示をプレゼンする事

になったのですが、「とにかく分かりやすく、見て理解でき
るプレゼン」を目指して、構成し練習をしました。実際の
プレゼンでは社会人を相手として緊張もあったと思います
が、立派な発表でした。まだ卒研発表もしていない学生達
にとって本当に貴重な経験だったと思います。

交流会ではプレゼン大会の結果発表があり、学生達の頑
張りが評価され一位となったのが大変嬉しかったです。も
ちろん、他の高専等の発表も素晴らしく学生達にとって刺
激になったと思います。また東大大学院や京大大学院への
進学などセミコンに参加した OB 学生達の進路も、セミコ
ン参加が大きな刺激となって視野を広げる、「次のステップ
への飛躍のきっかけ」になっています。今年の学生達にも、
さらに大きな夢にチャレンジして欲しいです。

最後になりますが、本校の展示へご支援いただいた㈱日
本マイクロニクス様、また The 高専 @SEMICON を企画し
ていただいた事務局・関係者の皆様、「セミコンは素晴らし
い学生成長の場」です、本当に有難うございました。
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